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本調査は、山梨県中央市浅利地内において調査ボーリングならびに付随する標

準貫入試験を実施し、地下地質状況を把握し、建造物基礎の合理的かつ安全な設

計・施工のための検討資料に供することを目的としたものである。

なお、調査の実施に際しては、関係各位より種々の御指示並びに御高配を賜った。

ここに記し謝意を表します。

令和４年 ３月
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１．調査概要

（ 1）調 査 件 名：建設事業 山梨西部広域環境組合浅利地区地質調査業務委託

（ 2）調 査 場 所：山梨県中央市浅利地内

（ 3）履 行 期 限：令和 3年 9月 16日 ～ 令和 4年 3月 11日

（ 4）調査内容及び数量：調査項目及び数量は以下のとおりである。

○φ 66mm調査ボーリング工 ････････3ヶ所

深 度 ････････延べ 105m

○標準貫入試験 ･･････････････････1m毎に実施

回 数 ････････合計 105回

※詳細は、表 -1.1調査数量表参照のこと

（ 5）基 準 規 定：地盤調査の方法と解説 （社団法人地盤工学会： 2013年）

地盤材料試験の方法と解説（社団法人地盤工学会： 2020年）

その他明記なき事項については、監督員の指示に従った。

（ 6）発 注 者：山梨西部広域環境組合

（ 7）調 査 担 当：株式会社 ハギ・ボー

〒 400-0845

甲府市上今井町 740-4

TEL 055-243-4777（代表）

FAX 055-243-4722



- 2 -

表 -1.1 調査数量表

土 質 名 / 孔 番 No.1 No.2 No.3 実 施 変 更 増 減

試 粘性土・シルト 10.40 12.90 6.55 29.85 29.85 ± 0.00
錐
長 砂 ・ 砂 質 土 5.80 13.80 12.30 31.90 31.90 ± 0.00

(m) 礫 混 じ り 土 砂 18.80 8.30 16.15 43.25 43.25 ± 0.00

φ 66mm 合 計 35.00 35.00 35.00 105.00 105.00 ± 0.00

標 粘性土・シルト 9.0 15.0 6.0 30.0 30.0 ± 0.00
準
貫 砂 ・ 砂 質 土 7.0 12.0 14.0 33.0 33.0 ± 0.00
入
試 礫 混 じ り 土 砂 19.0 8.0 15.0 42.0 42.0 ± 0.00
験
(回) 合 計 35.0 35.0 35.0 105.0 105.0 ± 0.00

資料整理とりまとめ(業務) 1.0 1.0 1.0 ± 0.00

準備及び後片付け (業務) 3.0 3.0 3.0 ± 0.00

資機材運搬費 (日 ) 2.0 2.0 2.0 ± 0.00

平坦地足場仮設 (箇所 ) 1.0 1.0 1.0 3.0 3.0 ± 0.00

調査孔閉塞 (箇所 ) 0.0 1.0 1.0 2.0 2.0 ± 0.00

ポンプ運転 (箇所 ) 1.0 1.0 1.0 3.0 3.0 ± 0.00

資料整理取りまとめ(業務) 1.0 1.0 1.0 ± 0.00

総合解析とりまとめ(業務) 1.0 1.0 1.0 ± 0.00

※ 耕作土は粘性土として扱う。

※ 試錐長に最終貫入長は含まない。
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２．調査方法

２．１ 機械ボーリング工

今回の調査では、一般調査用として最も普及しているロータリー式（オイルフ

ィード型）試錐機を使用し、掘削はφ 66mm～φ 86㎜のメタルクラウン付きのコア

チューブをもって掘進した。

図 -2.1 ボーリング装置一般図

ドライブパイプ又は
ケーシングパイプ

ロッド

メタルクラウン

コアチューブ

滑車

三又やぐら

ウォータースイベル

デリバリーホース

ポンプ

巻上げ装置

サクションホース

フートバルブ

泥水バック

原動機 変速機 操作部
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２．２ 標準貫入試験

（１）試験方法

標準貫入試験は、 JIS A 1219（標準貫入試験方法）の規格に従って下図に示す

標準貫入試験（ SPT）サンプラー、アンビル、ハンマーなどを用いて実施した。

貫入は、 1mごとを原則として行い、 SPTサンプラーによって採取した試料は、土質

・色調・状態・混入物などを記録した。標準貫入試験の方法は次のとおりである。

ハンマー（重量 63.5± 0.5kg）の打撃により 150mmの予備打ち、 300mmの本打ちを

行った。本打ちでは規定どおりの落下高さ 760± 10mmを保ちハンマーを自由落下さ

せ、 100mmごとの打撃回数、および 300mmの累計打撃回数をそのつど記録した。た

だし、硬質な地盤などについては打撃回数の上限を 50回として、その時の貫入量

を記録した。

図 -2.2 標準貫入試験
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アンビル
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（２）Ｎ値との相関性

以下にＮ値 との相関性 (地盤工学会 ：地盤調査の方法と解説 ､pp.305～ 308､2013)を

まとめて示す。

図 -2.3 Ｎ値と砂の内部摩擦角の関係

表 -2.1 Ｎ値と内部摩擦角の関係

内部摩擦角φ（度）
Ｎ値

Terzaghi
（相対密度） Meyerhof Dunhum 大崎 道路橋

Peck
0～ 4

28.5＞ 30＞ ①粒子丸・粒
（非常に緩い）

度一様 20N+15 15N+15
4～ 10

28.5～ 30 30～ 35 12N+15 （ N≧ 5）
（緩い）

②粒子丸・粒
10～ 30 建築基礎 道路橋示

30～ 36 35～ 40 度良
（中位の） 構造設計 方書 1996

12N+20
30～ 50 指針に引 年版以前

36～ 41 40～ 45 ③粒子角・粒
（密な） 用されて で採用さ

度一様
＞ 50 いる れていた

＞ 41 ＞ 45 12N+25
（非常に密な）

表-2.2 Ｎ値と粘土のコンシステンシー、一軸圧縮強さの関係（Terzaghi and Peck）

Ｎ値 qu（ kN/m
２
） コンシステンシー

0～ 2 0.0～ 24.5 非 常 に柔らかい
2～ 4 24.5～ 49.1 柔 ら か い
4～ 8 49.1～ 98.1 中 位 の
8～ 15 98.1～ 196.2 硬 い
15～ 30 196.2～ 392.4 非 常 に 硬 い
30～ 392.4～ 固 結 し た

20

25

30

35

40

45

50

55

0 10 20 30 40 50 60 70

Meyerhof

①

④-1

Terzaghi and Peck

砂
の
内
部
摩
擦
角
φ
（
°
）

標準貫入試験 N値

ご

く

緩

い

緩

い

締

ま

っ

た

密

な

ご

く

密

な

道路橋示方書 φ=15＋ （ ≧5）15

大 崎 φ=15＋ 20

Peck φ=0.3 ＋27

Dunham φ=15＋
（粒子丸･粒度一様）

12

Dunham φ=20＋
（粒子丸･粒度良、粒子角・粒度一様）

12

Dunham φ=25＋
（粒子角･粒度良）

12

④-2

④-3

②

③

有効土被り圧の影響を考慮したN値とφの関係式

道路橋示方書

建築基礎構造設計指針

φ＝4.8ln
σv+70

170N
+21（N＞5）

'

φ＝ 20N 1 +20 （3.5≦Ｎ1≦20）

φ＝40 （20＜Ｎ 1）

ただし、Ｎ1＝ 98／σv × N'
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２．３ 主な使用機材

本調査に使用した主な使用機材を以下に示す。

表 -2.3 使用機材一覧表

種 別 機 種 台 数

ロータリー式オイル・フィード型試錐機

・ KR-100HB-2 （掘進能力 100m） 各 1

・ YBM05DA （掘進能力 50m）

試 錐 機 試錐ポンプ

・ V5-P （噴出量 45㍑ /分） 2

試錐エンジン

・ヤンマー製 NFD9-E （ 9馬力） 各 1

・ヤンマー製 TF-90 （ 9馬力）

貫 入 試 験 JIS-A-1219規格 2

レ ベ ル PENTAX AL-M4R 1

水 位 測 定 機 ロープ式水位計 （ 50m） 2

２ tトラック 2

運 搬 車

クローラ 1

２．４ 測量基準点

巻末の土質柱状図に示した調査地点の地盤高は、調査地点位置図に示す箇所を

T.17-2 H=247.034m

と定め基準とした。

なお、報告書中 GLで表示した深度は、調査地点の調査時の地表面を GL± 0.00mと

したものである。
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３．地形・地質概要

３．１ 地形概要

調査地は、甲府盆地南縁に位置する中央市浅利地内である。

山梨県の地形区分で 3000～ 2000m級の高い山地は、山梨県最西部の県境である赤

石山地、最北部の県境である秩父山地地域である。 2000～ 1000m級の山地は、甲府

盆地の北側に位置する北山山地、西方の巨摩山地、南方の御坂山地、県東部の道

志山地、秋山山地、冨士川沿いの身延山地、天子山地地域である。北西には八ヶ

岳の火山と山麓地、南東には富士山と山麓地が拡がっている。甲府盆地西端、南

東端には丘陵性台地がある。

調査地は、主に曽根丘陵および甲府盆地と接する笛吹川に挟まれた低地、曽根

丘陵背後の御坂山地からなっている。

ここで、丘陵とは、「一般に 300m内外の高度で緩慢な斜面と谷底地形をもつ地

形で、山地に比べて起伏が小さく、平野よりも起伏が大きく、隣接する平野から

山地と呼ばれることもあり、一般に谷による開削が進んでいて、頂部は丸みを帯

び、側面は比較的急な斜面からなる高まりの集合。（新版 地学事典 平凡社

P.320）」とあり、曽根丘陵においても、背後の御坂山地に比べて頂部が緩やかな

傾斜をなし、甲府盆地と接する付近や、河川沿いでは比較的急な斜面を形成し、

上記の特徴をよく表している。

曽根丘陵は、前面および背面を断層によって切られた地塊で甲府盆地の低地が

沈降し、曽根丘陵が上昇することにより形成されたと考えられ、甲府盆地の南縁

に沿って分布し、東北東－西南西方向に約 12km・幅約 4kmの規模をもつ。笛吹川河

床からの比高は 40～ 160mで、この丘陵は笛吹川の 8本の支流による下刻作用で櫛の

歯状に分断され、半島の集合体のようになっている。本調査地も笛吹川及び、そ

の支流である浅利川等の下刻作用により形成された平坦面にあたる。
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３．２ 地質概要

甲府盆地をとりまく山地は、北部が第四紀更新世の黒富士火山および古八 ｹ岳火

山岩類（輝石安山岩～石英安山岩）と、新第三紀鮮新世の水 ｹ森火山噴出物で、東

部が白亜系の小仏層群（砂岩、粘板岩、礫岩）とそれを貫く新第三紀中新世の花

崗閃緑岩で、南部および西部が火山砕屑岩（安山岩、玄武岩、凝灰角礫岩）を主

とする新第三紀中新世御坂統と、第四紀更新世の曽根層群（砂礫、粘土泥流、火

砕流）で構成されている。これらは、甲府盆地の基盤として、砂礫層を主体とし

た粘土層、炭質物の薄層などを含む厚い地層の下に分布している。（表-3.1 参照）

本調査地域の地質は、砂・礫・粘土を主体とした笛吹川及び浅利川等の現河床

堆積物が覆っている。

表 -3.1 甲府盆地周辺地質層序表

地 質 時 代 地 層 名 岩 層

現 河 床 堆 積 物 砂 ･礫 ･粘土

第 完 新 世 沖 積 地 堆 積 物 砂 ･礫 ･粘土

扇 状 地 堆 積 物 砂 ･礫 ･粘土

四

黒 富 士 火 山 噴 出 物 泥流 ･火砕流 ･溶岩

紀 更 新 世 古 八 ヶ 岳 火 山 噴 出 物 泥流 ･火砕流 ･火山砕屑岩

曽 根 層 群 砂 ･礫 ･粘土 ･泥流 ･火砕流

新 鮮 新 世 水 ヶ 森 火 山 噴 出 物 溶岩 ･火山砕屑岩

第 花 崗 閃 緑 岩 花崗閃緑岩

三

紀 沖 新 世 御 坂 層 群 溶岩 ･火山砕屑岩

古 第 三 紀 四 万 十 層 群

砂岩 ･粘板岩

三 畳 紀 小 仏 層 群
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４．ボーリング調査結果

４．１ 構成地盤の概要

機械ボーリングは図 -1.2の調査地点位置図に示す箇所で実施し、深度 1m毎に標

準貫入試験 (JIS-A-1219)を併行して行った。また、標準貫入試験に際して得られ

た土質試料は肉眼鑑定による土質判別ののち、その一部を試料ビンに密封し、土

質標本として別途提出した。

以下に、今回のボーリング調査により判明した地質構成、各地質特性について

その概略を上層より記述する。詳細は巻末のボーリング柱状図を参照されたい。

標高(m) 標高(m)
Ｎ値

Ｎ値 Ｎ値

推定支持層線

SF
M1

M2

M3

M4

M5

M6

M7

S1

S3

S5

S6

S8

S9

S11

S12

S2

S4

S7

S10

S11

S12

S13
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○ No.1孔 H=246.50m Dep=35.37m

耕作土【 GL-0.00～ 0.30m】

上部、植物根を混入する。シルト分を含有する微細砂からなる。

Ｎ値は試験深度に達していないため不明である。

層厚は 0.30mを確認している。

砂質シルト【 GL-0.30～ 1.40m】

粘性弱く砂分を混入するシルト。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値はＮ =6を記録している。

粘性土のコンシステンシーとの関係は「中位」に該当する。

層厚は 1.10mを確認している。

細砂【 GL-1.40～ 2.25m】

粒子不均一な細砂。 GL-2.15m付近よりシルト分を含有する。

含水は少ない状態である。

Ｎ値はＮ =6（換算Ｎ値）を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「緩い」に該当する。

層厚は 0.85mを確認している。

粗砂【 GL-2.25～ 4.60m】

粒子不均一な粗砂。所々、φ 2～ 40mm前後の礫を混入する。

含水は中位の状態である。

Ｎ値はＮ =9（換算Ｎ値）～ 19を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「緩い～中位」に該当する。

層厚は 2.35mを確認している。

礫混じり粗砂【 GL-4.60～ 5.70m】

粒子不均一な粗砂。φ 2～ 20mm前後の礫を混入する。

含水は多い状態である。

Ｎ値はＮ =21を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「中位」に該当する。

層厚は 1.10mを確認している。
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砂礫【 GL-5.70～ 12.35m】

φ 2～ 30mm前後の礫主体。マトリックスは粒子不均一な細～粗砂。

部分的にマトリックス優勢となる。所々、若干逃水する。

含水は多い状態である。

Ｎ値はＮ =18～ 50以上を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「中位～非常に密な」に該当する。

層厚は 6.65mを確認している。

玉石混じり砂礫【 GL-12.35～ 24.50m】

φ 2～ 50mm前後の礫主体。マトリックスは粒子不均一な細～粗砂。

L=3～ 8cm位の玉石を多く混入する。

GL-20.50～ 20.75m間、シルトを挟む。

含水は多い状態である。

Ｎ値はＮ =39～ 50以上を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「密な～非常に密な」に該当する。

層厚は 12.15mを確認している。

シルト【 GL-24.50～ 26.00m】

粘性強く砂分を若干混入するシルト。腐植物をやや多く混入する。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値はＮ =18を記録している。

粘性土のコンシステンシーとの関係は「非常に硬い」に該当する。

層厚は 1.50mを確認している。

砂質シルト【 GL-26.00～ 29.00m】

粘性弱く砂分を混入するシルト。腐植物を混入する。

部分的に薄層状に微細砂を挟む。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値はＮ =16～ 20を記録している。

粘性土のコンシステンシーとの関係は「非常に硬い」に該当する。

層厚は 3.00mを確認している。
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シルト・砂互層【 GL-29.00～ 31.25m】

粘性中位で砂分を若干混入するシルト。 L=2～ 20cm位の層厚でシルト質細砂、

砂質シルト、有機質シルトを互層状に挟む。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値はＮ =16～ 18を記録している。

粘性土のコンシステンシーとの関係は「非常に硬い」に該当する。

層厚は 2.25mを確認している。

微細砂【 GL-31.25～ 32.35m】

粒子不均一でシルト分を若干含有する微細砂。腐植物を混入する。

含水は中位の状態である。

Ｎ値はＮ =15（換算Ｎ値）～ 32を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「中位～密な」に該当する。

層厚は 1.10mを確認している。

シルト【 GL-32.35～ 34.10m】

粘性中位のシルト。部分的に腐植物を多く混入する。

含水は中位の状態である。

Ｎ値はＮ =18を記録している。

粘性土のコンシステンシーとの関係は「非常に硬い」に該当する。

層厚は 1.75mを確認している。

砂質シルト【 GL-34.10～ 34.60m】

粘性中位で砂分を混入するシルト。

含水は中位の状態である。

Ｎ値はＮ =20を記録している。

粘性土のコンシステンシーとの関係は「非常に硬い」に該当する。

層厚は 0.50mを確認している。
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細砂【 GL-34.60～ 35.37m】

粒子不均一な細砂。

含水は少ない状態である。

Ｎ値はＮ =50以上を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「非常に密な」に該当する。

層厚は調査深度内においては 0.77mを確認している。

○ No.2孔 H=246.32m Dep=35.45m

耕作土【 GL-0.00～ 0.45m】

上部、植物根を混入する。

砂分、炭、木片等を混入するシルトからなる。

Ｎ値は試験深度に達していないため不明である。

層厚は 0.45mを確認している。

砂混じりシルト【 GL-0.45～ 1.60m】

粘性弱いシルト。

砂分を若干混入する。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値はＮ =1.5を記録している。

粘性土のコンシステンシーとの関係は「非常に柔らかい」に該当する。

層厚は 1.15mを確認している。

シルト混じり粗砂【 GL-1.60～ 4.35m】

粒子不均一でシルト分を含有する粗砂。

部分的にシルト分優勢となる。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値はＮ =7.3～ 21（換算Ｎ値）を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「緩い～中位」に該当する。

層厚は 2.75mを確認している。
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砂礫【 GL-4.35～ 8.90m】

φ 2～ 30mm前後の礫主体。

マトリックスは粒子不均一な細～粗砂。

部分的にマトリックス優勢となる。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値はＮ =20～ 34を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「中位～密な」に該当する。

層厚は 4.55mを確認している。

シルト【 GL-8.90～ 9.70m】

粘性やや強いシルト。所々、砂分及び腐植物を混入する。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値はＮ =6を記録している。

粘性土のコンシステンシーとの関係は「柔らかい」に該当する。

層厚は 0.80mを確認している。

シルト混じり微細砂【 GL-9.70～ 10.35m】

粒子不均一でシルト分を若干含有する微細砂。

所々、腐植物を混入する。

含水は少ない状態である。

Ｎ値はＮ =9（換算Ｎ値）を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「緩い」に該当する。

層厚は 0.65mを確認している。

細砂【 GL-10.35～ 11.15m】

粒子不均一な細砂。

部分的にシルト分を若干含有する。

含水は少ない状態である。

Ｎ値はＮ =24（換算Ｎ値）を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「中位」に該当する。

層厚は 0.80mを確認している。
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砂礫【 GL-11.15～ 14.90m】

φ 2～ 50mm前後の礫主体。

マトリックスは粒子不均一な細～粗砂。

部分的にマトリックス優勢となる。

GL-12.50～ 12.90m間、シルト分を若干含有する粗砂を挟む。

含水は中位の状態である。

Ｎ値はＮ =50以上を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「非常に密な」に該当する。

層厚は 3.75mを確認している。

有機質シルト【 GL-14.90～ 15.70m】

粘性弱く腐植物を多く混入し有機質を呈すシルト。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値はＮ =9を記録している。

粘性土のコンシステンシーとの関係は「硬い」に該当する。

層厚は 0.80mを確認している。

砂質シルト【 GL-15.70～ 16.55m】

粘性中位で砂分を混入するシルト。

含水は中位の状態である。

Ｎ値はＮ =10を記録している。

粘性土のコンシステンシーとの関係は「硬い」に該当する。

層厚は 0.85mを確認している。

細砂【 GL-16.55～ 17.75m】

粒子不均一な細砂。所々、腐植物を混入する。

含水は少ない状態である。

Ｎ値はＮ =17を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「中位」に該当する。

層厚は 1.20mを確認している。
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シルト【 GL-17.75～ 18.35m】

粘性やや弱いシルト。

部分的に砂分及ぶ腐植物を混入する。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値はＮ =9（換算Ｎ値）を記録している。

粘性土のコンシステンシーとの関係は「硬い」に該当する。

層厚は 0.60mを確認している。

細砂【 GL-18.35～ 19.15m】

粒子不均一な細砂。

含水は少ない状態である。

Ｎ値はＮ =24（換算Ｎ値）を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「中位」に該当する。

層厚は 0.80mを確認している。

砂質シルト【 GL-19.15～ 20.80m】

粘性弱く砂分を混入するシルト。

部分的に腐植物を混入する。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値はＮ =9.4～ 11を記録している。

粘性土のコンシステンシーとの関係は「硬い」に該当する。

層厚は 1.65mを確認している。

シルト混じり細砂【 GL-20.80～ 21.90m】

粒子不均一な細砂。

シルト分を若干含有する。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値はＮ =19を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「中位」に該当する。

層厚は 1.10mを確認している。
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シルト【 GL-21.90～ 22.70m】

粘性やや弱いシルト。

砂分を若干混入する。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値はＮ =12を記録している。

粘性土のコンシステンシーとの関係は「硬い」に該当する。

層厚は 0.80mを確認している。

細砂【 GL-22.70～ 23.80m】

粒子不均一な細砂。

含水は少ない状態である。

Ｎ値はＮ =50以上を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「非常に密な」に該当する。

層厚は 1.10mを確認している。

砂質シルト【 GL-23.80～ 26.85m】

粘性やや弱く砂分を混入するシルト。

部分的に砂分優勢となる。

所々、φ 10mm前後の礫及び腐植物を混入する。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値はＮ =10～ 13を記録している。

粘性土のコンシステンシーとの関係は「硬い」に該当する。

層厚は 3.05mを確認している。

シルト混じり微細砂【 GL-26.85～ 27.75m】

粒子不均一でシルト分を若干含有する微細砂。

含水は少ない状態である。

Ｎ値はＮ =18を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「中位」に該当する。

層厚は 0.90mを確認している。
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砂質シルト【 GL-27.75～ 28.60m】

粘性やや弱く砂分を混入するシルト。

部分的に腐植物を混入する。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値はＮ =10を記録している。

粘性土のコンシステンシーとの関係は「硬い」に該当する。

層厚は 0.85mを確認している。

シルト混じり微細砂【 GL-28.60～ 30.00m】

粒子不均一でシルト分を若干含有する微細砂。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値はＮ =16を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「中位」に該当する。

層厚は 1.40mを確認している。

細砂【 GL-30.00～ 30.90m】

粒子不均一でシルト分を若干含有する細砂。

含水は少ない状態である。

Ｎ値はＮ =50以上を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「非常に密な」に該当する。

層厚は 0.90mを確認している。

粗砂【 GL-30.90～ 33.10m】

粒子不均一な粗砂。

含水は少ない状態である。

Ｎ値はＮ =50以上を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「非常に密な」に該当する。

層厚は 2.20mを確認している。
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シルト【 GL-33.10～ 35.45m】

粘性やや弱いシルト。部分的に砂分及ぶ腐植物を混入する。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値はＮ =11～ 12を記録している。

粘性土のコンシステンシーとの関係は「硬い」に該当する。

層厚は調査深度内においては 2.35mを確認している。

○ No.3孔 H=246.93m Dep=35.38m

耕作土【 GL-0.00～ 0.20m】

上部、植物根を混入する。

シルト分を含有し、炭、木片等を混入する微細砂からなる。

Ｎ値は試験深度に達していないため不明である。

層厚は 0.20mを確認している。

シルト混じり微細砂【 GL-0.20～ 0.85m】

粒子不均一な微細砂。

シルト分を若干含有する。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値は試験深度に達していないため不明である。

層厚は 0.65mを確認している。

細砂【 GL-0.85～ 2.60m】

粒子不均一な細砂。

シルト分を若干含有する。

GL-1.00m付近より部分的にシルトを挟む。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値はＮ =3～ 9を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「非常に緩い～緩い」に該当する。

層厚は 1.75mを確認している。
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粗砂【 GL-2.60～ 3.50m】

粒子不均一な粗砂。

部分的に細砂を混入する。

含水は中位の状態である。

Ｎ値はＮ =9.4を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「緩い」に該当する。

層厚は 0.90mを確認している。

細砂【 GL-3.50～ 4.90m】

粒子不均一な細砂。

含水は多い状態である。

Ｎ値はＮ =7.5を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「緩い」に該当する。

層厚は 1.40mを確認している。

礫混じり粗砂【 GL-4.90～ 6.50m】

粒子不均一な粗砂。

φ 2～ 20mm前後の礫を混入する。

含水はやや多い状態である。

Ｎ値はＮ =17～ 28を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「中位」に該当する。

層厚は 1.60mを確認している。

砂礫【 GL-6.50～ 10.00m】

φ 2～ 30mm前後の礫主体。

マトリックスは粒子不均一な細～粗砂。

部分的にマトリックス優勢となる。所々、 L=3～ 5cm位の玉石を混入する。

含水はやや多い状態である。

Ｎ値はＮ =29～ 39を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「密な」に該当する。

層厚は 3.50mを確認している。
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礫混じり粗砂【 GL-10.00～ 10.90m】

粒子不均一な粗砂。φ 2～ 20mm前後の礫を混入する。

含水は中位の状態である。

Ｎ値はＮ =32を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「密な」に該当する。

層厚は 0.90mを確認している。

砂礫【 GL-10.90～ 11.90m】

φ 2～ 40mm前後の礫主体。

マトリックスは粒子不均一な細～粗砂。

GL-11.70m付近より部分的にシルトを挟む。

含水はやや多い状態である。

Ｎ値はＮ =40を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「密な」に該当する。

層厚は 1.00mを確認している。

礫混じり粗砂【 GL-11.90～ 12.70m】

粒子不均一な粗砂。φ 2～ 20mm前後の礫を混入する。

含水は中位の状態である。

Ｎ値はＮ =23を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「中位」に該当する。

層厚は 0.80mを確認している。

玉石混じり砂礫【 GL-12.70～ 20.80m】

φ 2～ 50mm前後の礫主体。

マトリックスは粒子不均一な細～粗砂。

L=3～ 6cm位の玉石を混入する。

含水は多い状態である。

Ｎ値はＮ =43～ 50以上を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「密な～非常に密な」に該当する。

層厚は 8.10mを確認している。
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礫混じり粗砂【 GL-20.80～ 21.70m】

粒子不均一な粗砂。

φ 2～ 30mm前後の礫を混入する。

含水はやや多い状態である。

Ｎ値はＮ =40を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「密な」に該当する。

層厚は 0.90mを確認している。

玉石混じり砂礫【 GL-21.70～ 25.25m】

φ 2～ 50mm前後の礫主体。

マトリックスは粒子不均一な細～粗砂。

L=3～ 7cm位の玉石を混入する。

GL-22.10～ 22.40m間、シルトを挟む。

含水はやや多い状態である。

Ｎ値はＮ =15～ 50以上を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「中位～非常に密な」に該当する。

層厚は 3.55mを確認している。

シルト【 GL-25.25～ 26.05m】

粘性中位のシルト。白灰色の微細砂を混入する。

含水は中位の状態である。

Ｎ値はＮ =12（換算Ｎ値）を記録している。

粘性土のコンシステンシーとの関係は「硬い」に該当する。

層厚は 0.80mを確認している。

微細砂【 GL-26.05～ 26.70m】

粒子不均一な微細砂。腐植物を若干混入する。

含水は中位の状態である。

Ｎ値はＮ =22を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「中位」に該当する。

層厚は 0.65mを確認している。
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有機質シルト【 GL-26.70～ 28.15m】

粘性弱く繊維質に富むシルト。

砂分を混入する。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値はＮ =15.9を記録している。

粘性土のコンシステンシーとの関係は「非常に硬い」に該当する。

層厚は 1.45mを確認している。

シルト混じり微細砂【 GL-28.15～ 28.70m】

粒子不均一でシルト分を若干含有する微細砂。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値はＮ =29を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「密な」に該当する。

層厚は 0.55mを確認している。

シルト【 GL-28.70～ 30.00m】

粘性中位のシルト。

腐植物を若干混入する。

含水は中位の状態である。

Ｎ値はＮ =17を記録している。

粘性土のコンシステンシーとの関係は「中位」に該当する。

層厚は 1.30mを確認している。

シルト質微細砂【 GL-30.00～ 30.80m】

粒子不均一でシルト分を多く含有する微細砂。

腐植物を混入する。

含水はやや少ない状態である。

Ｎ値はＮ =23を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「中位」に該当する。

層厚は 0.80mを確認している。
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砂質シルト【 GL-30.80～ 33.60m】

粘性中位で砂分を混入するシルト。

腐植物を若干混入する。

GL-32.00m以深、腐植物を混入する。

含水は中位の状態である。

Ｎ値はＮ =18～ 21を記録している。

粘性土のコンシステンシーとの関係は「非常に硬い」に該当する。

層厚は 2.80mを確認している。

細砂【 GL-33.60～ 35.38m】

粒子不均一な細砂。

含水は中位の状態である。

Ｎ値はＮ =50以上を記録している。

砂質土の相対密度との関係は、「非常に密な」に該当する。

層厚は調査深度内においては 1.78mを確認している。
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４．２ 玉石径について

本調査地点においては、以下の玉石の出現が想定される。

砂礫層（ GS） ････････････コア長 L=3～ 8cm ［推定玉石径φ 90～ 240mm］

一般にボーリング調査によって確認された玉石径は真の粒径と異なり、小さく

求められる傾向にあると言われている。これは、採取試料が往々にして破砕され

た状態で採取されることや、玉石等を堀抜いたとしても堆積状態から短片方向を

切る場合が多いこと、掘削孔径の関係で孔径以上のものが採取できないことなど

が主な要因である。

このため採取された試料の状態を観察し、掘削の影響を受けていない面より元

の大きさを推定する方法を取っている。通常、設計・施工に際して調査から確認

された玉石径の 3倍程度を想定するのが現実的であると言われている。

図 -4.1 玉石堆積状況推定図

ボーリングで確認する礫及び玉石径
（コア長）推定玉石径

コア長の約３倍
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４．３ 孔内水位（地下水位）

孔内水位は、以下のように確認された。

No.1孔 ･････････････････GL-3.05m［ H=243.45m]（自然水位）

No.2孔 ･････････････････GL-2.90m［ H=243.42m]（自然水位）

No.3孔 ･････････････････GL-3.30m［ H=243.63m]（自然水位）

一般的に地下水位は季節・降雨量などで河川の水位上昇に伴って変動するため、

施工の際には過去の施工実績ならびに近隣の井戸・試掘等により地下水位を事前

に把握されたい。
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５．調査結果に対する考察

５．１ 土質定数の設定

今回のボーリング調査結果から各層の土質定数提案値を以下に示す。

(１ ) 設計Ｎ値

・設計Ｎ値

ボーリング調査結果から設計Ｎ値＝平均値－補正係数（ 0.5）・標準偏差の

式を用いて算出した。

なお、Ｎ値の上限値は 50とし、土質部の玉石障害の値（ 50）は算定から除外

した。

表 -5.1 Ｎ値提案値

平均Ｎ値 標準偏差 設計Ｎ値
地層名 記号 実測Ｎ値

Ｎ

耕作土層 SF － － － －

第一粘性土層 M1 6， 1.5 3.75 3.18 2.1

10， 19， 16， 21，
第一砂質土層 S1 7.3， 8， 21 ， 13.55 7.28 9※１

3， 9， 9.4， 7.5， 17， 28

18， 38， 50， 39， 29， 38， 43，
50， 50， 50， 50， 50， 50， 50，
39， 50， 50， 50， 50，

砂礫層 GS 33 ,29， 34， 33， 20， 50， 50, 42.80 9.95 37※１

50， 50，
29， 39， 32， 40， 43， 50， 50，
50， 50， 50， 50， 50， 15， 50，
50， 42※１

第二粘性土層 M2 6 － － 6

第二砂質土層 S2 32 － － 32

第三砂質土層 S3 14 － － 14

第四砂質土層 S4 23 － － 23

第三粘性土層 M3 9， 10 9.50 0.71 9

第五砂質土層 S5 17 － － 17

第四粘性土層 M4 9 － － 9※１
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第六砂質土層 S6 24 － － 24※１

第五粘性土層 M5 9.4， 11 10.20 1.13 9

第七砂質土層 S7 40 － － 40

第八砂質土層 S8 19 － － 19

第六粘性土層 M6 12 － － 12

第九砂質土層 S9 50 － － 50

18， 20， 16， 16， 16， 18， 18，
第七粘性土層 M7 20， 15.52 3.47 13

13， 13， 10， 10， 12， 11， 12，
12 ， 15.9， 17， 18， 19， 21※１

第十砂質土層 S10 22 － － 22

第十一砂質土層 S11 18， 29 23.50 7.78 19

16， 50， 50， 50， 23，
第十二砂質土層 S12 32， 33.71 16.21 25

15※１

第十三砂質土層 S13 50， 50， 50.00 － 50
50

※ 1 標準貫入試験の途中で地層が変わっている箇所及び礫障害により 10cmごと

の打撃回数にバラツキがある箇所は、 10cmごとの打撃回数の最小値から、

換算Ｎ値を求めた。
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(２ ) 土質定数提案値

ボーリング調査結果に基づき、以下に土質定数の提案根拠および基準を記す。

・粘着力

粘性土は c=6Ｎの式より推定する。ただし上限値は c=50kN/m とする。2

砂質土、砂礫では安全側に c=0kN/m とする。2

・内部摩擦角（せん断抵抗角）

砂質土及び礫質土では の換算式（大崎の式）より算出する。

なお、上限値は 40°とする。

粘性土では安全側にφ =0°とする。

・単位体積重量

土質とＮ値を参考に表 -5.2に示した一般値を用いた。

・変形係数

E＝ 700Ｎ（ kN/m ）の換算式からＮ値を用いて推定する。2

・長期許容地耐力目安値

設計Ｎ値及び実測Ｎ値も含め、それぞれ土質毎に表 -5.3、表 -5.4及び式 -5.1

から総合的に検討を行う。

通常、地耐力については、根入れ効果（ Df効果）を期待して長期許容支持力

度 qaが算出されるが、根入れ効果については基礎形状、基礎底面以深での地

盤状況、基礎に近接する地盤の状態等の諸状況により流動的な要素を多分に

もつものである。 詳細な設計時にはそれらを考慮し、決定されたい。

φ＝ 20Ｎ＋15
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○単位体積重量参考表

表 -5.2 土質分類と単位重量，平均粒径，細粒分含有率の概略値

地下水面下の 地下水面上の 平均粒径 細粒分含有率
土質分類 単位体積重量 単位体積重量

γ t2（ kN/m ） γ t1（ kN/m ） Ｄ 50(mm) FC(％ )2 2

表土 17.0 15.0 0.02 80

シルト 17.5 15.5 0.025 75

砂質シルト 18.0 16.0 0.04 65

シルト質細砂 18.0 16.0 0.07 50

微細砂 18.5 16.5 0.1 40

細砂 19.5 17.5 0.15 30

中砂 20.0 18.0 0.35 10

粗砂 20.0 18.0 0.6 0

砂礫 21.0 19.0 2.0 0

日本道路協会「道路橋示方書・同解説 Ｖ耐震設計編」、 pp.356、 2001
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○長期許容地耐力参考表

表 -5.3 Ｎ値と長期許容地耐力の関係（ kN/m ）2

地盤の種別 砂質地盤 沖積粘性土 洪積粘性土 関東ローム

Ｄｕｎｈａｍ式 10Ｎ 11.7Ｎ － －
（旧)日本住宅公団他 8Ｎ 10Ｎ (20～ 50）Ｎ 30Ｎ

参考文献：日本建築学会「小規模建築物基礎設計の手引き」

表 -5.4 長期許容地耐力表（ kN/m ）2

地 盤 長期許容地耐力 備 考

(kN/m ) Ｎ値 Nsw2

土 丹 盤 300 30以上

礫 層 密実なもの 600 50以上

密実でないもの 300 30以上

砂 質 地 盤 密なもの 300 30～50 400以上

中 位 200 20～30 250～400

100 10～20 125～250

ゆるい注1 50 5～10 50～125

非常にゆるい注1 30以下 5以下 50以下

粘土質地盤 非常に硬い 200 15～30 250以上

硬 い 100 8～15 100～250

中 位 50 4～8 40～100

軟らかい注2 30 2～4 0～40

非常に軟らかい注2 20以下 2以下 Wsw100以下

関東ローム 硬い 150 5以上 50以上

やや硬い 100 3～5 0～50

軟らかい注3 50以下 3以下 Wsw100以下

注 1) 液状化の検討を要す。

注 2) 過大な沈下に注意を要す。

注 3) ２次たい積土では長期許容地耐力２０ kN/m 以下のこともある。2

注 4) 短期許容地耐力は長期の 1.5～ 2.0倍をとることができる。

注 5) 表 -5.2を用いる際に対象となる地盤の範囲は，独立基礎・布基礎の場合に基礎底面から基

礎幅の 2倍までとし，べた基礎の場合には基礎底面から建物幅の 1～ 1.5倍の深さまでとする。

この表はあくまで地耐力の目安を示すものであるため使用の際は留意する。

参考文献：日本建築学会「小規模建築物基礎設計の手引き」

礫層： qa＝Ｎ／ 2× 10（ kN/m ） ･････････････････････････････････（式 -5.1）2

参考文献：日本建築学会「地盤調査計画指針」
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各孔毎の土質定数の提案値をまとめ以下に示す。

表 -5.5 土質定数提案値

設計 粘着力 せん断 変形係数 単位体 地 耐 力
地層名 記号 Ｎ値 抵抗角 積重量 目 安 値

c φ E γ qa
(kN/m２) (° ) (kN/m２) (kN/m３) (kN/m２)

耕作土層 SF － － － － 15.0 －

第一粘性土層 M1 2.1 12 － 1470 15.5 21

第一砂質土層 S1 9 － 28 6300 18.0 72

砂礫層 GS 37 － 40 25900 19.0 185

第二粘性土層 M2 6 36 － 4200 15.5 60

第二砂質土層 S2 32 － 40 22400 18.0 256

第三砂質土層 S3 14 － 31 9800 18.0 112

第四砂質土層 S4 23 － 36 16100 18.0 184

第三粘性土層 M3 9 50 － 6300 15.5 90

第五砂質土層 S5 17 － 33 11900 18.0 136

第四粘性土層 M4 9 50 － 6300 15.5 90

第六砂質土層 S6 24 － 36 16800 18.0 192

第五粘性土層 M5 9 50 － 6300 15.5 90

第七砂質土層 S7 40 － 40 28000 18.0 320

第八砂質土層 S8 19 － 34 13300 18.0 150

第六粘性土層 M6 12 50 － 8400 15.5 120

第九砂質土層 S9 50 － 40 35000 18.0 400

第七粘性土層 M7 13 50 － 9100 15.5 130

第十砂質土層 S10 22 － 35 15400 18.0 176

第十一砂質土層 S11 19 － 34 13300 18.0 152

第十二砂質土層 S12 25 － 37 17500 18.0 200

第十三砂質土層 S13 50 － 40 35000 18.0 400

地盤改良においては、セメント系固化材を用いた工法、浅層混合処理工法、深

層混合処理工法（柱状改良）、各メーカー独自の工法等もあるため計画構造物に

見合った最も合理的な工法の選定が望まれる。
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５．２ 支持地盤ならびに基礎形式について

(１ ) 支持地盤について

一般に良質な支持層とは、基礎に作用する荷重の規模によっても異なり、一概

に決められないが、支持層の目安として砂質土層・砂礫層でＮ≧ 30、粘性土層は

Ｎ≧ 20であれば良質な支持層と考えてよいとしている。

ただし、地盤によっては良質な支持層が深く、確実性、経済性がない場合は軟

弱層を支持地盤とする工法もあるため計画構造物に見合った最も合理的な支持地

盤の選定が必要である。

(２ ) 基礎形式について

一般に基礎工法の選定にあたっては、構造物の規模、地盤条件、環境条件、経

済性等を考慮して決定される。建築基礎構造設計指針によれば、支持地盤並びに

基礎形式の選定にあたっては以下のように規定している。

① 建物の要求を満たす（鉛直・水平）支持性能と沈下・変形性能が確保できること

② 施工性で優れ、施工品質に対する信頼性が高いこと

③ 敷地周辺への環境保全上の影響が少ないこと

④ そのうえで経済性に優れている

ただし、最終的な支持地盤（深度）及び基礎形式の選定にあたっては、構造物

の規模や地盤状況・安全性・経済性・工法などを総合的に判断し、最も有利なも

のに決定されることが望まれる。

５．３ 支持地盤及び基礎の提案

本調査結果では、明確な支持地盤は確認されていないが、 No.1孔： GL-13.00m付

近、 No.2孔： GL-11.15m付近、 No.3孔： GL-14.00m付近でＮ値 50以上を連続して確

認していることから、この層を支持地盤とした杭基礎または、直接基礎により支

持させることが可能であると考えられる。

地耐力については、通常根入れ効果（ Df効果）を期待して長期許容支持力度 qa

が算出されるが、根入れ効果については基礎形状、基礎底面以深での地盤状況、

基礎に近接する地盤の状態等の諸状況により流動的な要素を多分にもつものであ

る。 詳細な設計時にはそれらを考慮し、決定されたい。
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表-5.6 各基礎形式の適用性の目安

深礎 ケー

基 礎 形 式 杭基礎 基礎 ソン 鋼
基礎 管

直 矢
打込み 中堀り杭基礎 鋼 プ 場所打 板 地
杭工法 PHC杭 鋼管杭 管 レ ち杭 基 中
接 ・SC杭 ソ ボ 基礎 礎 連
Ｐ 鋼 最 噴 コ 最 噴 コ イ

ー
オ リ ア 回 組 柱 ニ オ 続

Ｈ 管 ン ン ル リ

ー ー

転 杭 状 ュ 打壁
Ｃ 杭 終 出 ク 終 出 ク セ ン ル バ ス 杭 深 体

ー ー

込基
基 杭 打 バ リ リ メ グ ケ ド 工 礎 深 マ み礎
・ イ 打 撹

ー

打 撹

ー

ン 杭

ー ー

リ 法 礎 チ プ 工
選 定 条 件 Ｓ 撃 ブ ト ト ト 基 シ ル ッ 法
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法 マ 式 式

工 式 式 式 式
法

中間層に極軟弱層がある －○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ △ ○ ○
支持 中間層に極堅い層がある －△ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ △ ○
層ま 中間層 れき径 50mm以下 －△ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
での にれき れき径 50～100mm －△ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ △ × △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △
状態 がある れき径 100～500mm －× × × × × × × × × × × △ × × × ○ ○ ○ △ × △

液状化する地盤がある －○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○
地 5m未満 ○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ － × × × ×

5～15ｍ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

深度 15～25ｍ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

盤 支 25～40ｍ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ △ ○ ○ ○ ○

持 40～60ｍ × △ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ × ○ × × △ ○ ○ ○

層 60ｍ以上 × × △ △ × × × × × × △ △ × △ × ○ × × × △ △ △

条 の 砂･砂れき（30≦Ｎ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

状 土質 粘性土（20≦Ｎ） ○ ○ ○ ○ ○ △ × ○ △ × △ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ △ ○ ○

態 軟岩・土丹 ○ ×○ △ ○ △ × ○ △ × △ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○
件 硬岩 ○ ×× × × × × × × × × × △ △ △ × ○ ○ △ × × △

傾斜が大きい、層面の凹凸が △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ × ○ ○

激しい、支持層が同一で無い

地下 地下水位が地表面近い △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ △ ○ ○ ○ △

水の 湧水量が極めて多い △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ ○ × × ○ ○ ○ △

状 態 地表より2m以上の被圧地下水 × ○ ○ ○ × × × × × × ×× × × × ○ × × △ △ ○ ×
地下水流速 3m/min 以上 × ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × × × × × ○ × × ○ △ ○ ×

支持形式 支 持 杭 －○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － －－－－
摩 擦 杭 －○ ○ ○ × × × × × × ○ × ○ ○ ○ ×－ － －－－－

施 水上施工 水深 5ｍ 未満 △ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ × × × × × ○ － － △ △ ○ ×

水深 5ｍ 以上 × △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ × × × × × ○ － － △ △ ○ ×

工 作業空間が狭い ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ △ △ × △

斜杭の施工 －○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ○ × － －－－－
条 有害ガスの影響 －○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○
周辺環境 振動騒音対策 ○ × × △ △ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

件 隣接構造物に対する影響 ○ × △ △ △ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ ○

○：適合性が高い、△：適合性がある、×：適合性が低い

「道路橋示方書Ⅳ 日本道路協会」（平成24年3月）p.613より抜粋



- 38 -

５．４ 液状化について

山梨県の東海地震による液状化危険度マップ（平成 25年 3月）から、調査地は

「液状化発生の可能性が高い」に分布される地域である。

調査結果からも自然水位以深の第一砂質土層（ S1）で部分的にＮ値の低い箇所

も見られることから、液状化発生の可能性が考えられる。

図 -5.1 液状化危険度マップ（中央市）
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６．ま と め

ここでは、前項までの結果を要約し結びとする。

６．１ 土質について

調査地は、主に曽根丘陵および甲府盆地と接する笛吹川に挟まれた低地、曽根

丘陵背後の御坂山地からなっており、砂・礫・粘土を主体とした笛吹川及び浅利

川等の現河床堆積物が覆っている。

表 -6.1 各層毎のＮ値

平均Ｎ値
地層名 記号 実測Ｎ値

Ｎ

耕作土層 SF － －

第一粘性土層 M1 6， 1.5 3.75

10， 19， 16， 21， 7.3， 8， 21， 3， 9， 9.4， 7.5，
第一砂質土層 S1 17， 28 13.55

18， 38， 50， 39， 29， 38， 43， 50， 50， 50， 50，
50， 50， 50， 39， 50， 50， 50， 50， 33， 29， 34，

砂礫層 GS 33， 20， 50， 50， 50， 50， 29， 39， 32， 40， 43， 42.80
50， 50， 50， 50， 50， 50， 50， 15， 50， 50， 42

第二粘性土層 M2 6 －

第二砂質土層 S2 32 －

第三砂質土層 S3 14 －

第四砂質土層 S4 23 －

第三粘性土層 M3 9， 10 9.50

第五砂質土層 S5 17 －

第四粘性土層 M4 9 －

第六砂質土層 S6 24 －

第五粘性土層 M5 9.4， 11 10.20

第七砂質土層 S7 40 －

第八砂質土層 S8 19 －

第六粘性土層 M6 12 －

第九砂質土層 S9 50 －

18， 20， 16， 16， 16， 18， 18， 20， 13， 13， 10，
第七粘性土層 M7 10， 12， 11， 12， 12， 15.9， 17， 18， 19， 21 15.52

第十砂質土層 S10 22 －

第十一砂質土層 S11 18， 29 23.50

第十二砂質土層 S12 16， 50， 50， 50， 23， 32， 15 33.71

第十三砂質土層 S13 50， 50， 50 50.00
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６．２ 玉石径について

本調査地点においては、以下の玉石の出現が想定される。

砂礫層（ GS） ･･･････････コア長 L=3～ 8cm ［推定玉石径φ 90～ 240mm］

６．３ 孔内水位（地下水位）

孔内水位は、以下のように確認された。

No.1孔 ･････････････････GL-3.05m［ H=243.45m]（自然水位）

No.2孔 ･････････････････GL-2.90m［ H=243.42m]（自然水位）

No.3孔 ･････････････････GL-3.30m［ H=243.63m]（自然水位）

一般的に地下水位は季節・降雨量などで河川の水位上昇に伴って変動するため、

施工の際には過去の施工実績ならびに近隣の井戸・試掘等により地下水位を事前

に把握されたい。

６．４ 土質定数の設定

各毎毎の土質定数の提案値は前項の p.35 表 -5.5 土質定数提案値にまとめて

示した。

６．５ 支持地盤及び基礎の提案

本調査結果では、明確な支持地盤は確認されていないが、 No.1孔： GL-13.00m付

近、 No.2孔： GL-11.15m付近、 No.3孔： GL-14.00m付近でＮ値 50以上を連続して確

認していることから、この層を支持地盤とした杭基礎または、直接基礎により支

持させることが可能であると考えられる。

地耐力については、通常根入れ効果（ Df効果）を期待して長期許容支持力度 qa

が算出されるが、根入れ効果については基礎形状、基礎底面以深での地盤状況、

基礎に近接する地盤の状態等の諸状況により流動的な要素を多分にもつものであ

る。 詳細な設計時にはそれらを考慮し、決定されたい。

－ 以 上 －
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